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　有機 JAS規格「別表１」
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①有機物の主な種類と有機 JAS 規格 「別表１」 の指定状況及び使用上の留意事項等

下表右欄の 「別表１」 の欄で使用可と記載されていても、 化学合成物質が添加されていないこと、 及びそ

の原材料の生産段階において組み換え DNA 技術が用いられていないことが条件である。



353

 

 

 

 

 

 

 

( )



354

10a 1 2t  

 

 

 

 

 

4 3

12

 

 



355

4

21%

25%

 

60~70  

 

 

12.0

1.0 8.0

4.0 1.0

 

 

 



356

4.5 2

1  

3  

 

 

 

2.0

4.0 1.0

 

 

6 1

1  

 

 



357

注１） 平成 17 年の全面改正及び平成 18 年の一部改正により、 有機物に関する別表１の記載の表現が変更に

なり、 特定の物質名称ではなく、 「～由来の資材」 という記載になった。 これにより、 これまでの物質名

で記載されていなかった有機質肥料も、 これらの項目を満たすものは使用可能となった。

注２） 有機 JAS 規格 「別表１」 の中で 「～由来の資材」 とある資材の内容を示すと以下の通りである。
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